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事 業 名 称 既存の賃貸流通市場に乗らない空き家の有効活用を促進する事業 

事業主体 名 一般社団法人 かながわ FP 生活相談センター（略称：KFSC） 

連 携 先 
神奈川県（共催）、逗子市（共催）、三浦市（共催）、横須賀市（後援）、 
NPO 法人 横浜市まちづくりセンター（後援） 

対 象 地 域 神奈川県逗子市、三浦市、横須賀市 

事 業 概 要 

・ 「既存の賃貸流通市場に乗らない空き家」に着目し、潜在的な利用希望者と

空き家所有者を掘り起こす 

・ 両者の情報を収集・整理・マッチングさせて、空き家の有効活用を促進する 

事業の特 徴 

・ 対象自治体・関連団体協力の下、空き家利用希望者向け(フェーズ１)と空き

家所有者向け(フェーズ２)を分けてイベント企画し、対象となる利用希望者

や所有者にマッチングに向けた情報・ノウハウを提供、アドバイスする 

・ 各当事者のマッチングに向けた取組みを支援すると共に、希望者からは情報

を提供して貰ってマッチングの機会創出に向けての仕組み作りを進める 

成 果 

・ 事業マニュアルの策定と整備 

・ 空き家利用希望者と空き家所有者をマッチングさせるためのツールの提案

と作成支援 

・ 各市で対象を絞り込んだフェーズ１・フェーズ２のセミナー＆相談会を実

施：フェーズ１・２共、各市でそれぞれ 1回ずつ計６回実施 

・ KFSC が場を提供するフェーズ３（両者のマッチング）に向けて希望者の情

報を収集・整備（データベース化） 

成果の公表方法 弊社団ホームページでの公表（PDF の DL 可）：https://www.kfsc-fp.com/  

今後の課題 

初の試みでゼロからの開拓のため、今年度は潜在的ニーズ保持者の一部しか開

拓できなかったが、作り上げたスキームを拡充して３市でのマッチング推進と

県内他市への横展開を図る 

 

１．事業の背景と目的 

 当社団法人（以下、KFSC）は設立以来、地域住民の家計の改善や生活の質的向上に貢献することを目的

に活動を展開しているが、最近は社会問題化している空き家問題に注力している。 

 少子高齢化、核家族化、都市部への人口集中等を背景に、神奈川県でも空き家が漸増しており、その傾向

に歯止めが掛かっていない。そこで今年度は、従来の賃貸流通市場では対応できていない事案に着目し

て、新しい仕組みを設けて空き家利用希望者と空き家所有者とをマッチング・成約させ、以って空き家の解

消を促進することを目指した。具体的には、①社会福祉団体等、営利目的でなく社会的意義を追求していて

低賃料の活動場所を探している団体と、②一方で、積極的に空き家の利活用を考えずに物置代わり等に放

置している所有者を各々発掘してマッチングを図るスキームの構築と推進である。 

 この実現のため、神奈川県（県土整備局 建築住宅部 住宅計画課）とも協議の上、今年度は対象を逗子

市、三浦市、横須賀市３市に限定して、対象市や関連団体の協力を頂きながら活動を進めた。具体的には、

新しいスキームの実現を図るべく、対象３市や関連団体等と密連携しながら対象市の空き家利用希望者と空

き家所有者向けにマッチング実現を目指すためのセミナーを開催すると共に、具体的案件をお持ちの対象

者向けの個別相談会を実施してノウハウの提供と関連するアドバイスに努めた。また、これに先だって、具体

的かつ的確なアドバイスができるよう、スタッフ向け内部研修を実施すると共に、事業マニュアルの策定・整

備、提供ツール・ノウハウの整備、社会福祉等団体の開拓と連携を進めた。 

 

別添資料３ 完了実績報告書 

https://www.kfsc-fp.com/
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２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順

交付決定（7 月 12 日）から事業期間終了までの間、以下のスケジュールに従って事業を推進した。 

＜表１.事業の進捗状況表＞               ＜図１.取組フロー図＞ 

         ＜表２.事業の役割分担表＞ 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

事業全体の運営・管理
定例会議の開催

中間報告取りまとめ

最終報告取りまとめ

外部協力団体の開拓

情報収集、補完及び管理

研修会内容の確認

研修会の実施（講師による講演＆
質疑応答）

④事業マニュアルの
策定・整備

事業の要点を纏めたマニュアルの
策定と整備

レジュメの作成

講師担当

セミナー運営・相談業務

レジュメの作成

講師担当

セミナー運営・相談業務

➆セミナー・相談会
のハイブリッド開催

セミナー・相談会のリモート及び
現地同時開催の為の事前準備と
実施

空家所有者からの相談対応

空家利用者からの相談対応

⑨面談会の設定(マッ
チング)

相談業務から派生した個別事案

広報 ➉広報・PR業務
逗子市・三浦市の広報誌にイベン
ト告知、チラシ・新聞広告・HP等
による広報活動

今後の
予定

➅空家利用者向けセ
ミナー&相談会

⑧情報提供者への相
談業務

②空家の所有者・利
用者の情報収集と管
理

③PJ内研修会の開
催

➄空家所有者向けセ
ミナー&相談会

セミナー・相談会の
準備と開催

ステップ 取り組み内容 具体的な内容
令和３年度

①事業全体のマネジ
メント（事業スキーム
の構築含む）

対応準備
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（２）事業の取組詳細 

①・② 事業スキームの構築と協力団体の開拓 

 本事業の遂行に当たり KFSC 内で担当メンバーを募集し、プロジェクトチーム（12 名）を立ち上げた。 

 マネジメントチーム（社団代表、副代表、事務局長、PJ リーダー）を中心に、PJ（プロジェクト）メンバー全員で

数回会合を開き、事業スキームの詳細な検討・構築と、実施手順、役割分担などを決めた。 

 

                ＜図２.今回の事業スキーム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は新しいスキームの実現を目指すため、KFSC プロ 

ジェクトメンバーだけでなく、対象地域の自治体、関連す   ＜表３.事業提供者開拓シート事例＞ 

る専門家や団体等にも働きかけて、協力頂ける体制の

構築が不可欠であった。 

 その為、共催頂いた神奈川県県土整備局建築住宅部

住宅計画課と相談の上、今年度は対象を逗子市、三浦

市、横須賀市の３市に絞り込んで推進することとして、

県から各市の「空き家問題」担当課に連絡を入れて、本

事業への協力を打診して頂いた。打診結果に基づき当

プロジェクト内に各市単位の開拓チームを編成し、当該

市の窓口部署や関連部署、社会福祉・活動関連団体、

報道機関等を訪問して、協力を頂きながら開拓を推進

した。→開拓内容は開拓メンバーが「情報提供者開拓

シート」にまとめ、プロジェクト内で共有して推進ツール

とした（表３参照）。 

 PJメンバー間での情報共有の為、Web上にデータベー

スを構築して、階層別に共有ファイルを随時格納してい

きながら、スケジュール管理や情報共有を徹底させた。  



4 

 

③・④ PJ メンバー強化策の推進 

 スタッフ向け内部研修の実施：スタッフは全員 FP で基本的ノウハウは有しているが、本 PJ を深く理解して貰

い、事業をスムーズに遂行する為、専門家 4 名（外部講師 3 名、内部講師 1 名）による研修を 2 日間コース

で実施して、意識付けとスキルアップを実現した。 

              ＜表４.スタッフ向け内部研修のテーマと講師＞ 

 

     ＜図３.内部研修内容より(1)＞             ＜図４.内部研修内容より(2)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業マニュアルの策定とスタッフへの徹底：内部研修の内容等も吸収する形で、今年度の PJ 事業の概要と

取組みのポイントをマニュアルにまとめ、スタッフの参考に供した。また、事業の進捗に合せて役立ちポイント

をフィードバックしていった（事業マニュアルの要点は「（３）成果①」の項を参照）。 

 事業用ツールとして、「スターティングシート」「求むチラシ」（いずれも空き家利用希望者用）、「空き家概要シ

ート」（空き家所有者用）を策定・整備した。  

 「スターティングシート」は、自分たちの活動理念・目的や活動内容を具体的に分かりやすく整理して手持ち

のベースツールにするためのもの。「求むチラシ」はスターティングシートをもとに、広告・宣伝・拡散ツールと

して使用するためのもの。いずれも、空き家所有者に共感して貰って、それなら多少の低賃料でも貸そうか、

と思って貰えることを念頭に作成する。 

 「空き家概要シート」には、所有者情報・物件情報と共に、利用者に対する希望・条件を具体的に記入して、

利用希望者開拓ツールとする。 

 

テーマ 講師

①
横浜市の空き家等対策について/予
防・流通・活用促進・跡地活用

横浜市建築局住宅政策課担当課長
石津啓介氏

② 活動場所を見つけるポイント
NPO法人 横浜市まちづくりセンター理事長
月出正広氏

③
空家の活用事例について/活用が続い
ている事例から考える

ＮＰＯ法人 横浜プランナーズネットワーク事務局
谷口和豊氏

④
国交省事業のポイントと貸し手と借り
手のマッチング事例

（一社）かながわFP生活相談センター理事
志村孝次氏
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   ＜表５.スターティングシートの書式＞ 

 

 

＜図５.求むチラシのサンプル＞ 

＜表６.空き家概要シートの書式＞ 

 

 

 

 

 

 ⑤～⑨ セミナー＆相談会の準備と開催 

 対象自治体（逗子市・三浦市・横須賀市）各々でフェーズ１とフェーズ２に分けて実施した。 

 フェーズ１：空き家利用希望者を発掘すると共に、活動場所としての空き家の見つけ方のポイントを提示する

目的で開催 

 フェーズ２：今回の趣旨に適合する空き家所有者を発掘すると共に、空き家所有者が自分たちの求める条件

を整理して条件に合った空き家利用希望者を見つけるためのポイントを提示する目的で開催 

 今回はコロナの影響を踏まえ、ハイブリッド開催（現地会場とオンライン参加の選択制）とすると共に、現地会

場では市の協力も頂きながらコロナ対策を徹底させた。 

 ハイブリッド開催を成功させるため、機器を持ち込んで現地会場のネットワーク状況を事前確認すると共に、

当日も現地参加者への対応、リモート参加者への対応含めて綿密な体制と時間割を策定して臨んだ（表８参

照）。 

 マッチングについては、今年度は当事者が主体的に実践するためのアドバイスが中心となり、場のセッティン

グ（フェーズ３）は次年度対応となったが、その準備段階として、希望者からは KFSC アドバイスに基づいて作

成頂いたツール類（「スターティングシート」「求むチラシ」及び「空き家概要シート」）をお預かりし、データベ

ース化してフェーズ３に備えることとした。 
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＜表７.フェーズ１，フェーズ２の想定対象者＞    ＜図６.フェーズ１レジュメ事例（表紙・目次）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表８.役割分担・進行表事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図７.フェーズ 2 レジュメ事例(表紙・目次)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ph1：空き
家利用希
望者イ
メージ

・住宅確保要配慮者の支援団体等、営利目的でなく理念を持って社
会的意義を追求している団体
・切実に活動場所を求めているが賃料負担力は弱い
・多少の老朽化や設備の不備は自分たちで改善しながら運営する

ph2：空き
家所有者
イメージ

・空き家の老朽化に修繕費用を掛けてもそれを上回る賃料や良い借
り手を見つけられるか不安で積極的な空き家利活用を図っていない
・とりあえずは物置代わり等に活用してしのいでいる
・もし、あまり費用を掛けずに現状のまま借りてもらえて老朽化の軽
減も図れる、更に社会貢献のお手伝いも出来る、ということなら低賃
料で貸しても良いと思っている
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 ⑩ 広報・PR 業務 

 KFSC メンバーが知人・関係者等に案内チラシを配ったり、更に、既に社団と接点があり情報配信を希望され

る方や、提携団体のメンバーにも案内チラシを配布し、イベント動員に注力した。 

 KFSC のホームページや facebook を活用した広報・PR を展開した。 

 ご協力頂いた市にも依頼し、夫々の広報紙やHP、市内掲示板、公的施設（公民館、公会堂等）等にも案内

を掲載頂き、案内チラシの配架も御願いした。 

 報道機関向け広報を推進すると共に、神奈川新聞広告も実施した。 

 

 

 

＜図８.セミナー案内チラシ事例（表面）＞      ＜図９.セミナー案内チラシ事例（裏面）＞ 
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＜図 10.逗子市広報誌事例＞           ＜図 11.神奈川新聞掲載記事事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 12.神奈川新聞広告事例(フェーズ 1)＞         ＜図 13.神奈川新聞広告事例(フェーズ 2)＞ 
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（３）成果 

 ①事業マニュアルの策定と整備 

 KFSC としては２０１８年度、２０１９年度にわたり国交省の主管する「空き家対策事業」に参画し、空き家所

有者あるいはその予備軍を対象にして、専門家とネットワークを構築しながら、空き家の発生防止と発生後

の対応について、啓蒙活動と課題解決のお手伝いを手掛けてきた。 

 今年度はさらに一歩踏み込んで、既存の賃貸流通市場には乗らない案件にフォーカスして、当該領域の

空き家所有者（貸し手）と空き家利用者（借り手）を発掘し、情報を収集・整理して両者をマッチングさせて

活用を促進し、以って空き家の解消を図るという事業を展開することとした。 

 このスキームは我々KFSC にとって初めての取り組みでもあり、どうしても手探りで進めざるを得ない。当

KFSC メンバーの中には過去に似たようなスキームを経験した者もいるが、大多数のメンバーは未知の体

験であるため、当該経験者の知見や既存資料等を参考に、本事業をスムーズに進めるためのマニュアル

を纏めることとした。 

 具体的には全国及び神奈川県の空き家の現状を把握・確認しそのうえで本事業を手掛ける意味とスキー

ムの全体像を理解し、さらに事業推進上のポイントを整理して、事業参加者が混乱なくスムーズに活動でき

るよう配慮した。 

 構成は「本プロジェクトの趣旨」「取り組み概要」「フェーズ１～３を実施する際のポイント」「取り組みの最後

にあたり」の４項目にまとめた。 

 

       ＜図 14.事業マニュアル表紙＞                ＜図 15.事業マニュアル目次＞ 
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  ②マッチングツールの提案と作成支援 

空き家利用希望者に対する説明ポイントは次のとおり。 

 自分たちの活動理念・目的や活動内容を具体的に分かりやすく整理して「スターティングシート」を作成しベ

ースツールにする。 

 それを踏まえた広告・宣伝・拡散ツールとしての「求むチラシ」を作成して、空き家所有者に働きかけて共感を

得るよう努める。 

 「スターティングシート」と「求むチラシ」については、書式を提示すると共に、具体的作成方法についても解

説した。 

 その際、①社会や地域に役立つ活動はその旨アピールし共感を得る、②活動歴や今後の予定の明示は貸

し手の安心感の観点で重要、③利用者層・人数等の明示は近隣とのコミュニケーションの観点で重要、等に

ついても説明した。 

一方、空き家所有者に対する説明ポイントは次のとおり。 

 所有者情報・物件情報と共に、利用者に対する希望・条件を整理して「空き家概要シート」を作成、利用希

望者開拓ツールとする。 

 近隣の協力を得るための、利用目的・利用者層・利用人数等の条件があれば具体的に記述する。 

 所有者に費用負担が掛からず現状のまま使って貰えるなら賃料を低く抑える、等の条件については具体

的に明示する。 

 

  

         ＜図 16.「スターティングシート」記入のポイント＞ 
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                       ＜図 17.「求むチラシ」作成のポイント＞ 

 

＜図 18.「空き家概要シート」記入のポイント＞ 
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＜図 19.「空き家概要シート」作成時のヒント＞ 
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 ③セミナー＆相談会の実施状況 

            ＜表９.セミナー＆相談会の実績＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フェーズ１もフェーズ２も、今回は対象者を限定していて集客の難しさは覚悟していたが、市や関連団体の協

力もあって一定の参加を頂くことが出来た。               ＜写真１.フェーズ１逗子市セミナー＞ 

 ただ、逗子市のように空き家利用希望者は多数おられる

のに比して空き家所有者が相対的に少ない市と、三浦

市のように傾向が全く逆転した市があったというのが今

回の特徴である。 

 コロナの状況や事業期間の制約もあり、フェーズ３（マッ

チングの場を KFSC で用意）は次年度となった。      

 

＜図 20.フェーズ１アンケート結果（3 市累計）＞        ＜写真２.フェーズ２三浦市セミナー＞ 

 

 

セミナー 相談会

三浦市 12/12(日) 7 1
三浦市職員3名の参加
を頂いた

逗子市 12/19(日) 13 4
逗子市職員2名の参加
を頂き、担当課長のご
挨拶を頂いた

横須賀市 1/15(土) 4 0
横須賀市職員１名の参
加を頂いた

逗子市 1/29(土) 1 0
状況を踏まえてオンライ
ン開催のみに

三浦市 1/30(日) 10 3
三浦市職員2名の参加
を頂いた

横須賀市 2/26(土) 4 1

状況を踏まえてオンライ
ン開催のみに；横須賀
市職員１名の参加を頂
いた

1

2

フェ
ーズ

開催市・
会場

実施日 備考
参加者（名or組）
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＜図 21.フェーズ２アンケート結果（3 市累計）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 22.個別相談ヒアリング結果（3 市累計）＞ 
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 ④マッチングに向けた対応整備 

 フェーズ１，２での KFSC 提供ノウハウ・情報は、基本的には、空き家利用希望者や所有者が相手を探しだし、

思いを実現するためのもので、「スターティングシート」・「求むチラシ」や「空き家概要シート」はその基本ツー

ルの位置づけに過ぎない。 

 今年度はこれらの基本ツールについてご紹介、その使い方や作成方法についてアドバイスすることに主眼を

置き、マッチングに向けた活動は基本的には両当事者に委ねた。 

 しかし一方で、KFSC の協力を希望される方や団体については、イベント結果や個別相談ヒアリングシートに

基づいて（図 23、24）これらの基本ツールをお預かりし（図 25）、対象別にデータベース管理して、許諾頂け

る範囲でこれらの情報を適宜開示すると共に、フェーズ３の場をセッティングしてマッチングを促進することを

意図した。ただしコロナ下での状況や日程的制約もあり、これらは来年度に向けた準備の位置づけとなった。 

＜図 23.イベント結果の整理事例＞        ＜図 24.個別相談ヒアリングシート書式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 25. 作成頂いてマッチング目的でお預かりした「求むチラシ」事例＞ 
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３．評価と課題 

 【評価】 

➀事業スキームの構築ができ、一定程度協力団体の開拓が進んだ 

➁PJ メンバー強化（本事業への啓蒙、事業推進方法の体得）が果たせた 

➂事業用ツールの策定と整備が出来た 

➃自治体と連携した、セミナー＆個別相談会を開催しマッチングに向けたお手伝いができた 

➄地域のマーケット事情（空家の貸し手と借り手の需給バランス等）を把握できた 

 

【課題】 

➀広報活動に弱い面があった→セミナー＆個別相談会への動員が限られた 

➁収集した情報量が限定されていた為、具体的なマッチングに至らなかった 

 

４．今後の展開 

コロナの影響もあって、今年度は（特に現地会場では）直前キャンセルもあって、十分な進捗が図れなかった

面がある。しかし、スキームは順調に機能していると考えており、３市での継続推進や他市への横展開によって、

むしろ今後の成果に期待するところが大きい。 

 今年度のセミナーや個別相談参加者については、マッチング実現に向けた活動を継続的に支援していく。 

 今年度は協力団体の開拓不足やコロナの影響、広報活動方法の問題等で、イベント参加者が限定的だった

面は否定できないので、来年度は協力団体の更なる開拓とマッチングのためのノウハウ伝授の機会を増やし

ていく。 

 当事者自身がマッチングを実現するための活動支援だけでなく、KFSC がマッチングの場を提供するフェー

ズ３を実現する為にも、貸し手・借り手双方の情報収集力を強化したい。 

 

是非とも、国交省、神奈川県、県内自治体の協力を頂きながら、今回確立したスキームを継続・推進して、空

き家問題の改善に少しでも寄与できればと考えている。 
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